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１　予算の規模
　令和８年度一般会計当初予算は、給与改定による職員人件費の大幅な増額や物価高騰に伴い歳
出経費全般が昨年度に引き続き増となる。屋内遊び場施設整備や大曲仙北広域市町村圏組合が実
施する中央ごみ処理センター基幹的設備改良工事の本格化に伴う経費を計上。また、ふるさと応
援寄附金の増を見込むことから、その関連経費が増となるほか、これまでふるさと応援基金積立
金を実績に応じて補正予算に計上していたが、寄附見込み額と同額を新たに当初予算に計上した
ことで増となっている。
　一方で、国営土地改良事業（田沢二期）の終了に伴う市負担分の皆減や、基幹業務システム標
準化の移行が概ね終了したことによる減要因があるものの、前年度比21億8,700万円、
4.9％増となり、過去２番目の規模となる４７２億７，３００万円を計上。

◎一般会計当初予算額の推移
(単位：千円)

令和7年度 令和6年度 令和5年度 平成25年度 平成20年度

45,086,000 46,407,800 44,716,000 47,402,356 41,271,214

※過去最高額 過去最少額

◎一般会計及び特別会計の総括表 （単位：千円）

令和8年度 令和7年度 比　較 増減率 主な増減理由

47,273,000 45,086,000 2,187,000 4.9%

国民健康保険事業 7,929,912 7,792,658 137,254 1.8%
・医療の高度化による医療費の増（96,844千円）
・国保連への事業費納付金の増（36,049千円)

後期高齢者医療　 1,520,766 1,193,381 327,385 27.4% ・税率改正（子ども・子育て支援金創設）に伴う保険料負担金増（334,300千円）

学校給食事業　 1,188,995 1,159,307 29,688 2.6%
・食材費高騰に伴う給食材料費の増（10,974千円）
・雇用条件改善に伴う給食協会委託料の増（11,868千円）

奨学資金　 19,138 24,316 △ 5,178 △ 21.3% ・貸与型奨学金の貸与見込者数の見直しによる減（△4,800千円）

企業団地整備事業　 25,775 18,620 7,155 38.4% ・元利償還金の増（7,155千円）

スキー場事業　 30,142 48,486 △ 18,344 △ 37.8%
・大曲スキー場の廃止による事業費の減（△8,866千円）
・大台スキー場リフト修繕工事費の減（△6,413千円）

太陽光発電事業　 140,306 137,276 3,030 2.2% ・一般会計操出金の増

小水力発電事業　 1,500 2,000 △ 500 △ 25.0%
・売電収入見込の減（△500千円）
・修繕料の増（+565千円）、保守委託料の減（△231千円）、基金積立金の減（△759千円）

内小友財産区　 500 396 104 26.3%

大川西根財産区　 548 521 27 5.2%

荒川財産区　 1,418 1,382 36 2.6%

峰吉川財産区　 1,100 1,150 △ 50 △ 4.3%

船岡財産区　 1,681 1,639 42 2.6%

淀川財産区　 5,212 4,916 296 6.0%

特別会計　計 10,866,993 10,386,048 480,945 4.6%

58,139,993 55,472,048 2,667,945 4.8%一般会計＋特別会計　合計　

会計名

一 般 会 計

特

別

会

計
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◎企業会計の総括表 (単位：千円)

令和8年度 令和7年度 比　較 増減率 主な増減理由

収入 1,016,714 1,000,641 16,073 1.6% 【一般会計からの繰出金合計】　R7:463,000千円　R8:444,000千円（△19,000千円）

支出 1,013,476 998,372 15,104 1.5%

収入 60,188 96,692 △ 36,504 △ 37.8%

支出 106,792 154,284 △ 47,492 △ 30.8%

収入 876,064 879,266 △ 3,202 △ 0.4% 【一般会計からの繰出金合計】　R7:8,734千円　R8:8,734千円（±0千円）

支出 853,780 834,972 18,808 2.3%

収入 61,043 53,040 8,003 15.1%

支出 369,338 406,260 △ 36,922 △ 9.1%

収入 1,226,601 1,240,046 △ 13,445 △ 1.1% 【一般会計からの繰出金合計】　R7:488,000千円　R8:477,000千円（△11,000千円）

支出 1,128,910 1,119,295 9,615 0.9%

収入 303,227 326,200 △ 22,973 △ 7.0%

支出 879,050 935,058 △ 56,008 △ 6.0%

収入 2,982,248 3,294,032 △ 311,784 △ 9.5% 【一般会計からの繰出金合計】　R7:1,883,000千円　R8:1,727,000千円（△156,000千円）

支出 2,745,728 2,789,886 △ 44,158 △ 1.6%

収入 1,607,327 1,614,038 △ 6,711 △ 0.4%

支出 2,532,695 2,398,561 134,134 5.6%

会計名

企

業

会

計

市 立 大 曲
病 院 事 業

収益的

資本的

上 水 道
事 業

収益的

資本的

簡 易 水 道
事 業

下 水 道
事 業

収益的

資本的

　・給与改定および定期昇給による給与費の増
　・元利償還金等の減（△47,536千円）

　・漏水に備えた配水及び給水費の修繕費の増（9,265千円）
　・内小友東部配水管布設工事の事業量の減（△22,363千円）
　・元利償還金の減（△7,474千円）

　・刈和野地区配水管仕切弁設置工事の終了（△31,823千円）
　・統合型管路台帳システム構築業務委託の終了（△14,589千円）
　・元利償還金の減（△15,103千円）

　・農集横沢地区統廃合に伴う処理施設改修工事（522,800千円）
　・農集水沢地区統廃合に伴う管路施設改修工事の終了（△246,300千円）
　・元利償還金の減（△85,143千円）

収益的

資本的

令和8年度 令和7年度

67,769,762 65,108,736

比　較

2,661,026

全会計　総計
（一般＋特別＋企業）

増減率

4.1%



◆ 自主財源は、前年度比16億9,773万9千円増の142億8,897万5千円となった。

◆ 依存財源は、前年度比4億8,926万1千円増の329億8,402万5千円となった。

・地方消費税交付金等や地方交付税は、総務省の地方財政計画の伸び率や県算定額を基に試算し増を見込む。

◆
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２　一般会計歳入予算の概要

・個人市民税において、米価上昇による農業所得の増や、賃金上昇に伴う所得環境の改善などによる増加を見込むほか、固定資産税においては、
　新増築家屋の評価額が滅失分を上回るなどの増加要因により、市税全体では前年度比3億4,425万2千円増と見込む。

・ふるさと応援寄附金の増を見込むことから、その関連経費に基金繰入金を充当したほか、新たに当初予算において、ふるさと応援基金積立金を寄附
　金と同額計上したことから、繰入金及び寄附金等がそれぞれ大幅増となった。

・屋内遊び場施設整備や広域事業の中央ごみ処理センター基幹的設備改良工事の本格化に伴い市債発行が増となる。

自主財源比率は、当初予算額が増加したものの、市税や基金繰入金などの自主財源が大幅に増加したため、前年度比2.3ポイント上昇し30.2％となった。

(単位：千円)

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比

市 税 8,556,390 18.1% 8,212,138 18.2% 344,252 4.2%

繰 入 金 2,424,754 5.1% 2,091,703 4.6% 333,051 15.9%

繰 越 金 300,000 0.6% 300,000 0.7% 0 0.0%

使 用 料 及 び 手 数 料
寄 附 金 、 諸 収 入 等

3,007,831 6.4% 1,987,395 4.4% 1,020,436 51.3%

計 14,288,975 30.2% 12,591,236 27.9% 1,697,739 13.5%

譲 与 税 840,176 1.8% 860,680 1.9% △ 20,504 △2.4%

地方消費税交付金等 2,564,228 5.4% 2,362,780 5.2% 201,448 8.5%

地 方 交 付 税 18,164,716 38.4% 17,848,672 39.6% 316,044 1.8%

国 庫 支 出 金 6,073,777 12.9% 6,138,138 13.6% △ 64,361 △1.0%

県 支 出 金 3,509,028 7.4% 3,728,494 8.3% △ 219,466 △5.9%

市 債 1,832,100 3.9% 1,556,000 3.5% 276,100 17.7%

計 32,984,025 69.8% 32,494,764 72.1% 489,261 1.5%

47,273,000 45,086,000 2,187,000 4.9%

増減率

自
主
財
源

依
存
財
源

合計

令和8年度 令和7年度
増減



２（１）　歳入一般財源の状況

(単位：千円)

◆ 歳入一般財源全体では、前年度比5億9,018万9千円増の309億3,625万2千円となった。
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【市　税】
　・環境性能割の廃止に伴い軽自動車税が減少する一方で、米価上昇に伴う農業所得の増や賃金上昇に伴う所得環境の改善などによる個人市民税の増加、新増築家屋
　　の評価額増に伴う固定資産税の増加などにより、市税全体で前年度比3億4,425万2千円増と見込む。

【譲与税・交付金】
　・国の地方財政計画や県試算を基に算出。
　・地方消費税交付金などの増のほか、地方揮発油税暫定税率や環境性能割の廃止に伴う地方税減収分の補填措置(地方特例交付金)が見込まれることから増となる。

【地方交付税】
　・普通交付税は、国の地方財政計画や令和7年国勢調査の人口減少要因などの増減により算出。
　・特別交付税は前年度比600万円減となる11億1,500万円を計上。

【財政調整基金繰入金】
　・一般財源の不足を補うため、前年度比2億5,000万円減となる4億5,000万円の繰入金を計上。

【臨時財政対策債】
　・普通交付税の代替財源である臨時財政対策債については、地方税収の増額などを背景に２年連続の「ゼロ」となる。

(単位：千円)

令和8年度 令和7年度

当初予算額 当初予算額

8,556,390 8,212,138 344,252 4.2%

3,407,799 3,223,460 184,339 5.7%

18,164,716 17,848,672 316,044 1.8%

うち普通交付税 17,049,716 16,727,672 322,044 1.9%

うち特別交付税 1,115,000 1,121,000 △ 6,000 △0.5%

450,000 700,000 △ 250,000 △35.7%

300,000 300,000 0 0.0%

0 0 0 0.0%

57,347 61,793 △ 4,446 △7.2%

30,936,252 30,346,063 590,189 1.9%

増減 増減率

臨 時 財 政 対 策 債

そ の 他

合計

市 税

譲 与 税 ・ 交 付 金

地 方 交 付 税

財政調整基金繰入金

繰 越 金



２（２）主な基金繰入金と残高の推移
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【特定目的基金】
　ふるさと応援寄附金の増に伴い、市の主要事業及び関連経費へ充当するため、
　9億9,614万8千円の取り崩しを計上。あわせて積立金に同程度の10億円を計上。
　その他それぞれの基金の設置目的に沿い、事業実施の財源として取り崩しを計上。
　これにより特定目的基金の令和8年度末残高は73億4,853万8千円となる見込み。

【財政調整基金】
　一般財源の不足を補うため、前年度比2億5,000万円減の4億5,000万円を取り崩し。
　これにより令和8年度末の残高は39億4,078万2千円となる見込み。

【減債基金】
　臨時財政対策債償還財源として国の補正予算（R6,R7）で普通交付税に追加配分さ
　れた合計1億4,118万6千円の取り崩しを計上。
　これにより令和8年度末の残高は5億2,716万3千円となる見込み。

（単位：円）

運用形態
令和6年度末

現在額
(R7.5.31)

令和7年度
取崩予定額

令和7年度
積立予定額

令和7年度末
予定額

令和8年度
取崩予定額

令和8年度
積立予定額

令和8年度末
予定額

国保財政調整基金 取りくずし型 438,558,984 0 1,207,037 439,766,021 0 1,216,000 440,982,021

国保高額療養資金貸付基金 定額運用型 4,181,000 0 0 4,181,000 0 0 4,181,000

地球温暖化対策基金 取りくずし型 134,120,440 22,500,000 356,705 111,977,145 25,243,000 0 86,734,145

小水力発電施設運営基金 〃 2,585,003 1,000 784,684 3,368,687 1,000 21,000 3,388,687

579,445,427 22,501,000 2,348,426 559,292,853 25,244,000 1,237,000 535,285,853

内小友財産区財産維持管理基金 取りくずし型 23,958,000 49,000 0 23,909,000 269,000 0 23,640,000

大川西根財産区財産維持管理基金 〃 29,203,000 0 0 29,203,000 0 0 29,203,000

荒川財産区基金 〃 42,765,749 802,000 1,000 41,964,749 851,000 38,000 41,151,749

峰吉川財産区基金 〃 26,820,364 596,000 1,000 26,225,364 372,000 25,000 25,878,364

船岡財産区基金 〃 50,933,283 1,235,000 1,000 49,699,283 1,140,000 38,000 48,597,283

淀川財産区基金 〃 115,054,479 2,346,000 116,000 112,824,479 4,541,000 98,000 108,381,479

288,734,875 5,028,000 119,000 283,825,875 7,173,000 199,000 276,851,875

13,275,844,746 2,098,972,090 2,758,770,301 13,935,642,957 2,428,888,000 1,180,865,000 12,687,619,957

基　金　名

特
別
会
計
基
金

合　　　　           　計

財 産 区 会 計 基 金 計

特 別 会 計 基 金 計

財
産
区
会
計
基
金

（単位：円）

運用形態
令和6年度末

現在額
(R7.5.31)

令和7年度
取崩予定額

令和7年度
積立予定額

令和7年度末
予定額

令和8年度
取崩予定額

令和8年度
積立予定額

令和8年度末
予定額

取りくずし型 4,381,748,421 700,000,000 709,033,103 4,390,781,524 450,000,000 0 3,940,781,524

〃 621,946,387 139,114,000 185,516,306 668,348,693 141,186,000 0 527,162,693

地上デジタル放送再送信施設
管理運営基金

〃 9,028,688 0 19,049 9,047,737 0 0 9,047,737

庁舎整備基金 〃 450,053,582 0 150,885,113 600,938,695 0 50,000,000 650,938,695

町内集落会館整備費貸付基金 〃 33,060,935 0 1,365,146 34,426,081 356,000 1,224,000 35,294,081

・地域振興基金
　（基金造成債分）

〃 1,868,119,093 196,783,000 4,815,633 1,676,151,726 185,017,000 0 1,491,134,726

・地域振興基金
　（寄附金及び一般財源分）

〃 359,415,506 45,791,000 50,761,274 364,385,780 61,847,000 0 302,538,780

・地域振興基金
　（内小友地域事業分）

〃 10,000,000 0 17,877 10,017,877 4,485,000 0 5,532,877

・地域振興基金
　（中仙桜伐採補償金）

〃 4,178,055 0 8,815 4,186,870 0 0 4,186,870

地域振興基金　合計 2,241,712,654 242,574,000 55,603,599 2,054,742,253 251,349,000 0 1,803,393,253

ふるさと応援基金 〃 1,487,893,337 345,915,000 1,002,999,589 2,144,977,926 996,148,000 1,000,000,000 2,148,829,926

過疎地域持続的発展基金 〃 130,024,172 0 30,270,018 160,294,190 0 30,000,000 190,294,190

公共施設適正管理基金 〃 1,302,753,178 398,880,000 302,777,133 1,206,650,311 334,510,000 0 872,140,311

新型コロナウイルス対策緊急
融資基金

〃 13,596,090 13,093,090 0 503,000 503,000 0 0

地域雇用基金 〃 351,691,889 103,302,000 749,299 249,139,188 106,000,000 0 143,139,188

地域福祉振興基金 〃 357,354,482 50,624,000 751,695 307,482,177 47,328,000 0 260,154,177

協和環境保全基金 〃 151,969,600 33,300,000 34,027,550 152,697,150 32,718,000 34,572,000 154,551,150

森林環境譲与税基金 〃 91,188,714 36,466,000 30,910,976 85,633,690 30,993,000 13,531,000 68,171,690

教育文化基金 〃 17,385,785 100,000 0 17,285,785 100,000 0 17,185,785

学校施設再編整備基金 〃 550,053,582 0 251,063,880 801,117,462 0 50,000,000 851,117,462

コスモス奨学基金 〃 20,001,986 2,880,000 42,201 17,164,187 5,280,000 0 11,884,187

奨学基金 〃 137,200,962 5,195,000 288,218 132,294,180 0 102,000 132,396,180

7,344,969,636 1,232,329,090 1,861,753,466 7,974,394,012 1,805,285,000 1,179,429,000 7,348,538,012

12,348,664,444 2,071,443,090 2,756,302,875 13,033,524,229 2,396,471,000 1,179,429,000 11,816,482,229

農林業・ものづくり担い手奨
学基金

定額運用型 6,000,000 0 0 6,000,000 0 0 6,000,000

水洗便所等改造資金貸付基金 〃 53,000,000 0 0 53,000,000 0 0 53,000,000

59,000,000 0 0 59,000,000 0 0 59,000,000

12,407,664,444 2,071,443,090 2,756,302,875 13,092,524,229 2,396,471,000 1,179,429,000 11,875,482,229
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金

減債基金

定 額 運 用 基 金 計       

定
額
運
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基
金

普 通 会 計 基 金 計



２（３）　市債発行と市債残高

◆ 市債の状況

【一般会計】

【特別会計】

・（学校給食事業）給食配送車2台の更新に係る事業債を発行。

【企業会計】

・（簡易水道事業）老朽化した配水管の改良に係る事業債を発行。

8

・国営土地改良事業（田沢二期）の終了に伴う市負担分の皆減や、せんぼくちびっこらんど2園舎統合に伴う改修工事が終了するものの、屋内遊び場施設整備や、

　大曲仙北広域市町村圏組合が実施する中央ごみ処理センター基幹的設備改良工事の本格化に伴い、前年度比2億7,610万円増の18億3,210万円となった。
　これにより発行額は前年度より上回るものの、償還予定額が多額のため、年度末の残高は403億9,999万7千円と大幅に低下する見込み。

・（下水道事業）　農業集落排水事業における施設の統廃合や、
　　　　　　　　　大曲処理センター建設費負担金に係る事業債を発行。

◎ なお、令和7年度末の残高予定額は596.6億円となり、第2次総合計画における
　「全会計の残高600億円以内」の目標は達成する見込み。

◎ 全会計の令和8年度末の残高は、前年度末から41億9,138万4千円減少し、

　 665億9,386万1千円となる見込み。
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億円 全会計市債現在高の推移
臨時財政対策債分

臨時財政対策債以外の市債

全会計の市債残高

R8年度末見込：665億9,386万1千円

※R6までは決算額／R7以降は予算額

(単位：千円)

令和7年度末
令和7→8年

繰越

残高見込額 起債見込額 起債見込額 償還予定額 年度末残高見込額

◆一般会計 43,087,810 495,800 1,832,100 5,015,713 40,399,997

◆特別会計 1,956,763 0 20,700 143,416 1,834,047

◆企業会計 25,740,672 0 1,229,100 2,609,955 24,359,817

合計 70,785,245 495,800 3,081,900 7,769,084 66,593,861

令和8年度
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３　一般会計歳出予算（目的別）の概要

・総務費は、新たにふるさと応援基金積立金を当初予算に計上したことや、基幹業務システム標準化に伴うクラウド使用料等のランニングコストの増などにより、

　　　　　　　　前年度比22.1％増の57億8,703万8千円となった。

・民生費は、屋内遊び場施設整備事業の本格化や、障がい福祉サービスの利用者増、70歳以上の高齢者等を対象に市所有温泉施設利用券とはり・灸マッサージ券を

　　　　　　　　組み合わせたシニア健康共通券交付事業費の増などにより、前年度比1.6％増の142億8,624万円となった。

・衛生費は、広域事業の中央ごみ処理センター改良工事の本格化に伴う負担金の増や、プラスチックごみの計画収集回数の増などにより、

　　　　　　　　前年度比15.2％増の52億5,605万3千円となった。

・農林水産業費は、国営土地改良事業（田沢二期）の終了に伴う市負担分の皆減などで、前年度比11.8％減の31億5,643万8千円となった。

・教育費は、小中学校の学校給食費無償化に伴う繰出金の増や、老朽化が著しい学校施設や体育施設の長寿命化に係る工事費の増、

　　　　　　　　学校再編に係る関連経費を新たに計上するなど、前年度比2.2％増の48億9,854万3千円となった。

(単位：千円)

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比

議 会 費 294,359 0.6% 293,116 0.7% 1,243 0.4%

総 務 費 5,787,038 12.3% 4,740,639 10.5% 1,046,399 22.1%

民 生 費 14,286,240 30.2% 14,058,842 31.2% 227,398 1.6%

衛 生 費 5,256,053 11.1% 4,564,037 10.1% 692,016 15.2%

労 働 費 62,932 0.1% 92,044 0.2% △ 29,112 △31.6%

農林水産業費 3,156,438 6.7% 3,580,555 7.9% △ 424,117 △11.8%

商 工 費 1,763,774 3.7% 1,497,513 3.3% 266,261 17.8%

土 木 費 4,235,543 9.0% 4,262,027 9.5% △ 26,484 △0.6%

消 防 費 2,114,605 4.5% 1,916,289 4.3% 198,316 10.3%

教 育 費 4,898,543 10.4% 4,792,825 10.6% 105,718 2.2%

災 害 復 旧 費 6,150 0.0% 6,150 0.0% 0 0.0%

公 債 費 5,361,325 11.3% 5,231,963 11.6% 129,362 2.5%

予 備 費 50,000 0.1% 50,000 0.1% 0 0.0%

合計 47,273,000 45,086,000 2,187,000 4.9%

令和7年度
増減 増減率

令和8年度
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４　一般会計歳出予算（性質別）の概要

・その他経費は、前年度比5.2％増の249億6,087万円となり、歳出全体に占める割合は0.2ポイント増加し52.8％となった。

　　　物件費・・・《増》ふるさと納税に係る関連経費の増や、各種納付書等の印刷封入に係る外部委託経費の増など。
　　　補助費等・・《減》R7実績見込みによる保育所等施設型給付金の減や、公債費縮減に伴う下水道事業繰出金の減など

・投資的経費は、前年度比23.5％増の25億3,281万3千円となり、歳出全体に占める割合は0.8ポイント増加し5.4％となった。

・義務的経費は、前年度比2.5％増の197億2,731万7千円となり、歳出全体に占める割合は1.0ポイント減少し41.7％となった。

　　　人件費・・・《増》県の人事委員会勧告による職員の給与改定の影響で大幅増。
　　　扶助費・・・《増》障がい福祉サービス給付費の増、生活扶助費（医療扶助）増など。
　　　公債費・・・《増》学校施設トイレ洋式化工事等(R4～)に係る元金償還の開始のほか、R7市債発行に係る元金償還据置なしや借入金利の上昇に伴う増。

　　　普通建設補助分・・・《増》屋内遊び場施設整備の本格化、橋りょう長寿命化に係る事業量の増。
　　　普通建設単独分・・・《増》学校施設・体育施設の長寿命化に係る工事費の増、工場等建物設備補助金の増。

(単位：千円)

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比

人 件 費 7,679,888 16.2% 7,403,157 16.4% 276,731 3.7%

扶 助 費 6,550,504 13.9% 6,502,606 14.4% 47,898 0.7%

公 債 費 5,496,925 11.6% 5,346,513 11.9% 150,412 2.8%

計 19,727,317 41.7% 19,252,276 42.7% 475,041 2.5%

物 件 費 6,551,293 13.9% 6,389,766 14.2% 161,527 2.5%

補 助 費 等 10,868,652 23.0% 10,881,249 24.1% △ 12,597 △0.1%

維 持 補 修 費 1,760,451 3.7% 1,687,876 3.7% 72,575 4.3%

貸 付 金 631,856 1.3% 631,500 1.4% 356 0.1%

積 立 金 1,179,327 2.5% 195,686 0.4% 983,641 502.7%

繰 出 金 3,969,291 8.4% 3,944,877 8.7% 24,414 0.6%

計 24,960,870 52.8% 23,730,954 52.6% 1,229,916 5.2%

補 助 事 業 費 1,308,920 2.8% 1,230,901 2.7% 78,019 6.3%

単 独 事 業 費 999,883 2.1% 655,836 1.5% 344,047 52.5%

県営事業負担金 217,860 0.5% 157,883 0.4% 59,977 38.0%

計 2,526,663 5.3% 2,044,620 4.6% 482,043 23.6%

補 助 事 業 費 0 0.0% 0 0.0% 0 -

単 独 事 業 費 6,150 0.0% 6,150 0.0% 0 0.0%

計 6,150 0.0% 6,150 0.0% 0 0.0%

計 2,532,813 5.4% 2,050,770 4.6% 482,043 23.5%

52,000 0.1% 52,000 0.1% 0 0.0%

47,273,000 100% 45,086,000 100% 2,187,000 4.9%

令和8年度 令和7年度
増減 増減率

合計
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